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1．はじめに

私は 2017年 3月 14, 15日の 2日間東京都の早稲
田大学で開催された「第 64回日本生態学会大会」
において私は「繁殖干渉の強さは密度に依存する
か？」というタイトルでポスター発表を行った．

2．研究内容

2.1 緒言
繁殖干渉とは，生物種の繁殖活動が他種の繁殖成
功を直接的に低下させる現象のことである．繁殖干
渉は生物の分布や個体群動態に影響することが知ら
れている．繁殖干渉は異なる種の個体同士が遭遇す
ることで生じるので，個体が経験する繁殖干渉の強
さは他種との遭遇頻度に依存すると考えられる．こ
れまで，繁殖干渉の強さは 2種の個体数の比で決ま
ると考えられてきた．しかし，2種の個体数の比が
同じでも密度が高い場合には，個体間の遭遇頻度は
増すと期待される．したがって，繁殖干渉の強さは
2種の個体数の比だけではなく，2種の総密度にも
依存すると考えられる．しかし，繁殖干渉の密度依
存性を実証的に示した研究はない．そこで本研究で
は繁殖干渉があることがわかっているアズキゾウム
シとヨツモンマメゾウムシの 2種を用いた室内実験
を行い，繁殖干渉の密度依存性を検出することを目
的とした．具体的には，2種の総個体数を一定にし
て飼育ケースの大きさを変える操作と飼育ケースサ
イズを一定にして 2種の総個体数を変える操作の双
方を行い，個体が経験する種間求愛頻度を観察し
た．

2.2 方法
飼育ケースのサイズは 4種類（小，中，大，特
大）用意し，供試虫の個体数も 3種類（12個体，
48個体，96個体）用意した．個体数の内訳はアズ
キゾウムシ・ヨツモンマメゾウムシのオス・メスそ
れぞれの個体数がすべて同じになるようにした．ヨ
ツモンマメゾウムシのメス 5匹を 20分間追跡し，
種間求愛の回数を数えた．それぞれ 3繰り返し行っ
た．種間求愛の発生頻度に容器の面積が与える影響
を，一般化線形混合モデルを用いて解析した．求愛
頻度はポアソン分布に従うと仮定し，容器の面積は
連続変数として扱かった．また飼育容器の個体差を
変量効果として組み込んだ．解析を行い，繁殖干渉
が密度依存していることを調べた．

2.3 結果と考察
供試虫の個体数を一定にして飼育ケースサイズを
変えた実験では，飼育ケースの総表面積が小さいほ
ど，ヨツモンマメゾウムシのメスが 20分間に経験
する求愛回数は有意に多くなった（Wald 検定：z＝
37.52, P＝2×10−16）．飼育ケースを一定にして供試
虫の個体数を変えた実験では，供試虫の個体数が多
いほど，ヨツモンマメゾウムシのメスが 20分間に
経験する求愛回数は有意に多くなった（Wald 検
定：z＝10.81, P＝2×10−16）．いずれの実験において
も供試虫の密度が高いほどヨツモンマメゾウムシの
メス一頭が経験する種間求愛頻度は増加した．

2.4 結論と今後の課題
本研究の結果と先行研究（Kyogoku and Nishida

2013 ; Kyogoku and Sota 2015 b）より，ヨツモンマ
メゾウムシが経験する繁殖干渉の強さは密度にも依
存していると言えそうだ．本研究では，繁殖干渉の
密度依存性についてのみに着目したが，資源競争も
生じている状況下で，次世代や数世代先の個体数変
動は，今後検討されるべきである．
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2.5 発表について
今回の発表では右のようなポスターを作成し，口
頭発表を行った．今回は初めての学会発表ではあっ
たが，他大学の教授や生徒，高校生などに自らの研
究結果を発表することができ，新しい考えを持つこ
とができた．また，質問から新しい発見もあった．
今後はこの学会を通して得た経験を今後に生かすこ
とができるように日々精進していきたいと考えた．

3．おわりに

本研究を進めるにあたり，指導教員である近藤先
生や，ポスドクの京極さんには，大変お世話になり
ました．実験のモデリング，解析方法について丁寧
に教えて下さり，多くの助言をいただいたおかげ
で，本研究を完成させることができました．本当に
ありがとうございました．心より御礼申し上げま
す．
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